
１　対象地区の現状
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２　対象地区の課題

４　３の方針を実現するために必要な取組に関する方針（任意記載事項）

①地区内の耕地面積 12.4

②アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の合計 7.1

③地区内における７５才以上の農業者の耕作面積の合計 2.0

実質化された人・農地プラン

市町村名 対象地区名（地区内集落名） 作成年月日 直近の更新年月日

久米南町 畝下地区 令和4年3月8日 　　　　　年　　月　　日

（備考）

法面が大きく草刈りが困難である。生産コストが高い（農機具など高い）。池までが遠く水の管理が大変である。鳥
獣害の被害が大きい。米が安く農家を継ぐ後継者がいない。

３  対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針

当面は集落内の農業者で、農用地・農道・水路等の保全管理を行い対応していく。

ⅰ　うち後継者未定の農業者の耕作面積の合計 2.0

ⅱ　うち後継者について不明の農業者の耕作面積の合計 0.0

④地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計 0.0

中心経営体で助け合い、出来るところまで頑張っていく。


